












































































































































































































































































































ことにする︒第二紙は冒頭に一行弱の空行があり︑次いで首題一行 本文十六行︑功徳文三行が写され︑末尾に二行空行を有している︒第三紙は冒頭の一行 ののち 第二紙同様に首題 行︑本文十六行 功徳文三行が写され︑末尾に二 弱の空行を有している︒第二紙右端および第三紙左端はのちに切断等の改変が加わっている可能性があるためそのあり方は参考にとどまるが︑第二紙 第三紙の紙継ぎ目は原装であるため︑ 二 左端と第三紙右端は本来の姿を示しているといえる︒それ 基準にす と︑α群の一紙の料紙は︑冒頭に一行の空行をもち︑次い 首題一行︑ 文十
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六行︑功徳文三行が写され︑末尾に二行の空行をもつというのが原形であったと想定され︑一紙の行数は二十三 であったといえる︒第二紙右端で空 の幅が少し狭いの ︑切断等によるのちの改変によるものと考えると︑上述の料紙 想定基準に齟齬するも ではない︒さらに第一紙についても︑冒頭に一行弱の空行があり︑次いで首題一行︑本文十六行︑功徳文三行が写され︑末尾に二行の空行を有しているので︑右端はのちの改変によるも と考えられ 左端は原形に近いこと 想像される︒したがって︑第一紙 つ ても料紙の想定基準にお まるもといえよう︒　
法量についてみてみると︑紙高の現状が原形かどうかにわか








紙数 首題 字配り 功徳文
用　字 空　行 法　量
无 呪 薩 羅 恩 冒頭 末尾 紙高 紙幅
第?紙 心経 a₅ Ｂ 无 咒 薩 囉 思 ₀．₈ ₁．₈ ₂₆．₅ ₄₂．₇
α群第?紙 心経 a₅ Ｂ 无 咒 薩 囉 恩 ₀．₅ ₂ ₂₆．₅ ₄₃．₀
第?紙 心経 a₅ Ｂ 无 咒 薩 囉 恩 ₁ ₂ ₂₆．₅ ₄₃．₇
第?紙 心経 b₁ 無 呪 莎 羅 ₁．₇ ₃ ₂₆．₅ ₄₁．₄
β群
第?紙 心経 b₂ 無 呪 莎 羅 ₂ ₃ ₂₆．₅ ₄₂．₀
第?紙 心経 b₁ 無 呪 莎 羅 ₂ ₃ ₂₆．₅ ₄₂．₀
第?紙 心経 b₁ 無 呪 莎 羅 ₂ ₃ ₂₆．₅ ₄₂．₀
第?紙 心経 b₁ 無 呪 莎 羅 ₂ ₃ ₂₆．₅ ₄₁．₉
第?紙 心経 b₁ 無 呪 莎 羅 ₂ ₃ ₂₆．₅ ₄₁．₉















































紙と第五紙︑第五紙と第六紙がそれぞれ界線が通っていない︒一方︑第六紙から第十四紙までは紙継ぎ目を超えて界線が引かれた痕跡がある︒これらはほぼいづ の紙継ぎ目とも天界︑地界とも糊付け間際で一旦途切れ︑そのやや上から次の料紙にかけて︑右から左に一気に引か ている︒場合によっては 前の界線が次の料紙にまで及ぶ例もある
11︒した













































































a₆ 無 以 沙 楷書 ₁ ₄ ₂₆．₃ ₄₁．₀
第?紙 心経 a₀ 无 以 薩 楷書 ₁ ₄ ₂₆．₃ ₄₃．₀
α群
第?紙 心経 a₀ 无 以 薩 楷書 ₁ ₄ ₂₆．₃ ₄₃．₀
第?紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₃ ₄₀．₄
第?紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₀．₅ ₃ ₂₆．₄ ₄₁．₀
第?紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₄ ₄₀．₆
β群
第?紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₄ ₄₀．₆
第?紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₄ ₄₀．₄
第?紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₄ ₄₀．₄
第₁₀紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₄ ₄₀．₄
第₁₁紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₄ ₄₀．₂
第₁₂紙 心経 a₀ 无 已 薩 行書 ₁ ₂ ₂₆．₄ ₄₀．₃















































































イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト チ リ ヌ ヲ ワ カ 冒頭 末尾 紙高 紙幅
海龍王寺本α群 心経 ａ Ｂ 薀 楷 楷 无 目 以 咒 掲 囉 沙 邪 恩 問 ₁ ₂ ₂₆．₅ ₄₃．₇
海龍王寺本β群 心経 ｂ 蘊 楷 楷 無 目 以 呪 掲 羅 莎 ₂ ₃ ₂₆．₅ ₄₂．₀
根津美術館本α群 心経 ａ 蘊 楷 楷 无 目 以 呪 掲 羅 薩 ₁ ₄ ₂₆．₃ ₄₃．₀
































































最終巻の部分を書写したため 思われ 十九日に建部広足へ支給された四紙は︑二紙 破で正用は二 であるが︑その用途は不明である︒完成の仕上が にす
るには︑二十紙一巻と︑二十紙一巻を分巻した十 一巻が必要で︑おそらく












































































































































































































































































天平二十一年は閏五月を含む 間十三箇月 三百八十四日であったため︑年料多心経ではそれを二倍した七百六十八部が書写され︑三十紙︵三十部︶を成巻した二 五巻と︑十八紙︵十八部︶を成巻した一巻で総計二十六巻であったが︑通常は年間十二箇月︑三百五十五日であるので︑年料多心経ではそれを二倍した七百十部を書写し︑三十紙︵三十部︶ 成巻 二十三巻と︑二十紙︵二十部︶を成巻した一巻で総計二十四巻であったと思われる︒ちなみに天平十八年も閏九月を含め年間十三箇月︑三百十四日間で︑天平二十一年料と同数であっ ︒
付記
　
海龍王寺本および根津美術館本の調査にあたって︑石川重元氏︵海龍王寺︶
︑野尻忠氏︵奈良国立博
物館︶
︑松原茂氏︵根津美
術館︶には︑格別のご配慮とご教示を賜った︒記して深謝します︒

